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令和７年度 調査研究（１／１年） 

＜研究主題＞  

教科等横断的な視点に立った授業づくりに関する調査研究 StageⅡ 

 

 キーワード：「各教科等における見方・考え方」、「学習の基盤となる資質・能力」、 

       「現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力」、 

       「カリキュラム・マネジメント」 

  

１ はじめに 

 平成 29・30年告示の小学校・中学校・高等学校学習指導要領では、「教科等横断的な視点に立った

資質・能力の育成」について、「各学校においては，児童生徒の発達の段階を考慮し，言語能力，情報

活用能力（情報モラルを含む。），問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成してい

くことができるよう，各教科・科目等の特質を生かし，教科等横断的な視点から教育課程の編成を図

る」ことや、「各学校においては，児童生徒や学校，地域の実態及び児童生徒の発達の段階を考慮し，

豊かな人生の実現や災害等を乗り越えて次代の社会を形成することに向けた現代的な諸課題に対応し

て求められる資質・能力を，教科等横断的な視点で育成していくことができるよう，各学校の特色を

生かした教育課程の編成を図る」ことが示されている。 

 また、令和３年１月 26日に中央教育審議会が取りまとめた、「『令和の日本型学校教育』の構築を目

指して～すべての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）」

では、教育再生実行会議第 11次提言において、STEAM教育について「各教科での学習を実社会での問

題発見・解決にいかしていくための教科横断的な教育」と示され、その推進が提言されたことに触れ

ている。 

 教科等横断的な学習に関する近年の動向を踏まえ、本センターでは、令和５・６年度の２か年にお

いて「教科等横断的な視点に立った授業づくりに関する調査研究（以下、「令和５・６年度調査研究」）

を実施した。小学校・中学校・高等学校の各教科における研究協力委員の協力のもと、59の実践事例

を収集して報告書に取りまとめ、本センターのホームページに掲載し県内外へ広く発信を行った。「令

和５・６年度調査研究」への取り組みを通じ、教科等横断的な授業づくりに関する研究協力委員の知

見の深まりや、教科等横断的な学習による児童生徒の資質・能力の育成についても一定の成果を確認

することができた。一方、教科等横断的な学習における児童生徒の豊かな学びの実態を見取る方法や、

教科等横断的な授業づくりに関する学校現場への普及促進など、今後に向けての課題点も残る形とな

った。 

 「令和５・６年度調査研究」を推進していた令和６年度には、第４期埼玉県教育振興基本計画（以

下、「教育振興基本計画」）が策定された。「教育振興基本計画」では、「基本理念の考え方」において

教科等横断的な学習の充実が謳われており、「目標Ⅰ 確かな学力の育成」において「『主体的・対話

的で深い学び』の視点からの授業改善や教科等横断的な学習を進め、児童生徒の思考力・判断力・表

現力など新たな時代に求められる資質・能力を育成する」ことが掲げられた。「令和５・６年度調査研

究」における成果のさらなる普及促進や課題点の解決は、「教育振興基本計画」における上記目標の達

成に資する内容であり、学校現場の授業改善にも貢献し得るものとして、本センターの掲げるミッシ

ョンである「未来を拓く学びの拠点」に相応しい事業である。 

 以上の理由より、本年度の調査研究は「令和５・６年度調査研究」を発展的に継承し、教科等横断

的な視点における授業づくりのさらなる普及促進を研究主題として設定し、教師の指導力向上及び児

童生徒の資質・能力の育成に資するための研究を推進するものとする。 
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２ 目的 

  各教科等の見方・考え方を働かせながら、児童生徒の資質・能力を育成する「教科等横断的な視 

 点に立った授業づくり」の実現及び普及促進に向けた実践的な調査研究を行う。 

 

３ 目標 

 ⑴ 各教科等の目標の実現に向け、その特質に応じた見方・考え方を働かせながら、児童生徒に身 

  に付けさせたい資質・能力を設定し、教科等横断的な視点による授業改善に資すること。 

 ⑵ 本センターのミッションである「未来を拓く学びの拠点」としての研究と実践を行うことで、 

  研究協力委員の指導力向上に資すること。 

 ⑶ 本調査研究で得られた成果や知見を県内外へと発信し、教科等横断的な授業づくりの普及促進 

を通じて学校現場の課題解決に向けた一助を提示するとともに、教職員や学校の教育力の向上に

も貢献すること。 

 

４ 方針・方法 

 ⑴ 児童生徒の資質・能力の育成に向け、学習指導要領等で示された「教科等横断的な視点」に則 

  した実践を行う。 

 ⑵ 研究協力委員会を通して、本センター指導主事と研究協力委員が、国や県の最新の動向や学校 

  現場の課題を共有し、大学教授等の有識者の指導を仰ぎながら、協働して課題解決に向けた研究 

  を行う。 

 ⑶ 本調査研究で得られた成果や知見を、年次研修等に生かすとともに、広く県内外へと発信する 

  ことで、教科等横断的な視点に立った授業の実践に当たっての課題解決を図る。 

 ⑷ 児童生徒の「知識及び技能」を育成するための指導方法や評価方法についての研究を行う。 

 ⑸ 児童生徒の「思考力、判断力、表現力等」を育成するための指導方法や評価方法についての研 

  究を行う。 

 ⑹ 児童生徒の「学びに向かう力、人間性等」を育成するために、「知識及び技能」及び「思考力、 

  判断力、表現力等」と結び付けた指導方法や評価方法の研究を行う。 

 

５ 研究実施計画 

 ⑴ 研究協力委員会 

 以下のア～ウの教科等について研究協力委員を委嘱し、本センター指導主事と協力して調査研 

究を行う。なお、研究協力委員は、小学校２名、中学校２名、高等学校３名を原則とする。調査  

研究協力委員会（年５回予定）における、研究内容についての確認や作業分担、協議、進捗状況 

の確認、検証授業等を通して研究を進める。 

 ア 小学校：国語、社会、算数、理科、音楽、図画工作、体育、外国語活動・外国語、 

特別の教科 道徳 

 イ 中学校：国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭、外国語、 

特別の教科 道徳 

 ウ 高 校：国語、地理歴史・公民、数学、理科、保健体育、外国語、家庭、情報、工業、商業 

 

⑵ 実施計画 

  １か年の調査研究とする。 

 令和５・６年度に実施した調査研究の成果と課題を踏まえ、教科等横断的な視点における授業

づくりの普及に向けて、新たな授業実践事例の収集や、児童生徒の学びの見取り・評価に関する

研究、各種研修等における授業実践事例の活用等に取り組む。 
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【令和７年度日程】 

５月 28日（水）第１回研究協力委員会・全体会 

＊基調講演・演習「教科等横断的な視点に立った授業づくりの推進に向けて」 

講師 青山学院大学 教育人間科学部 教育学科 教授 益川 弘如 氏 

＊教科別分科会 

６月～１月     第２～５回研究協力委員会（教科部会で運営） 

      10月 16日（木）教職員研修担当中間報告会 

＊教科部会からの活動報告、指導助言 

         指導者 青山学院大学 教育人間科学部 教育学科 教授 益川 弘如 氏 

２月 25日（水）教職員研修担当最終報告会 

＊教科部会からの活動報告、指導助言 

指導者 青山学院大学 教育人間科学部 教育学科 教授 益川 弘如 氏 

＊講演「主体的・対話的で深い学びの実装に向けて」 

講師 青山学院大学 教育人間科学部 教育学科 教授 益川 弘如 氏 

３月 10日（火）調査研究所内発表会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ジュー 

・「教科等横断的な視点に立った授業づくりに関する実践事例集」（令和５・６年度作
成）を活用し、その知見を研修 講者へ普及するための計画を立 し、各種研修におい
て実践を行う。

・研修 講後の 識の 容や取組状況について  する調査を実施し、さらなる  に向け
て課題点を  する。

・「教科等横断的な視点に立った授業づくり」の促進に向け、児童生徒の学びの見取りや評
価の方法について、 なる実践研究を行う。

・研究協力委員や研修 講者を通じ、児童生徒の資質・能力につながる「教科
等横断的な視点に立った授業づくり」の有用性を学校現場に  させ、教員の
授業改善に資する。

・児童生徒の学びの見取りや評価に る  な方法を提示することにより、授業
における学習者の豊かな学びの実現に  する。

                           

  
  

  
  

                                                               

                                                

  的な  目 す  
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⑶ 研究協力委員  

＜令和７年度＞ 

  校種 教科 学校名 職名 氏名 担当指導主事 

1 
小学校 

国語 

戸田市立戸田東小学校 教諭 有泉 孝一郎 

𠮷野 竜一 
2 滑川町立月の輪小学校 教諭 宗像 雅恵 

3 
中学校 

鴻巣市立鴻巣南中学校 教諭 中川 愛友伽 

4 行田市立太田中学校 教諭 老本 拓矢 

5 
小学校 

社会 

草加市立瀬崎小学校 教諭 樋田 慎一 

有山 和宏 
6 小鹿野町立小鹿野小学校 教諭 持田 翔平 

7 
中学校 

北本市立宮内中学校 教諭  田 悟 

8 八潮市立大原中学校 教諭 岩元 響 

9 
小学校 

算数 

数学 

桶川市立桶川東小学校 教諭 森田 麻実 

遊馬 嘉和 
10 春日部市立緑小学校 主幹教諭 伊藤 祥太 

11 
中学校 

滑川町立滑川中学校 教諭 大塚 陽介 

12 加須市立加須西中学校 教諭 松本 敏哉 

13 
小学校 

理科 

深谷市立花園小学校 教諭 大工廻 朝晴 

内田 純一 
14 春日部市立立野小学校 教諭 岡嶋 久和 

15 
中学校 

伊奈町立南中学校 教諭 黒岩 慶圭 

16 長瀞町立長瀞中学校 教諭 田之上 大輔 

17 
小学校 

音楽 

深谷市立大 小学校 教諭 鳥塚 沙由里 

秀嶋 矩子 
18 埼玉大学教育学部附属小学校 教諭 肥後 漱一郎 

19 
中学校 

北本市立宮内中学校 教諭 中畑 波留奈 

20 熊谷市立大麻生中学校 教諭 瀧口 響子 

21 
小学校 

図画工作 

美術 

上尾市立上平小学校 教諭 澁谷 千佳 

星野 晴紀 
22 毛呂山町立毛呂山小学校 教諭 黒川 理恵 

23 
中学校 

鶴ヶ島市立藤中学校 教諭 金子 瑞穂 

24 松伏町立松伏第二中学校 教諭 大内 彩記子 

25 
小学校 

体育 

保健体育 

伊奈町立小室小学校 教諭 結城 光紀 

坂田 義孝 
26 川島町立中山小学校 教諭 田平 学 

27 
中学校 

熊谷市立大原中学校 教諭 津久井 大貴 

28 所沢市立所沢中学校 教諭 落合 和香奈 

29 

中学校 
技術 

家庭 

草加市立青柳中学校 教諭 石髙 彩子 

加藤 敦 
30 戸田市立戸田東中学校 教諭 吉澤 凌樹 

31 深谷市立川本中学校 教諭 加藤 立樹 

32 新座市立第二中学校 教諭 内田 優子 

33 
小学校 

外国語活動 

外国語 

羽生市立羽生北小学校 教諭 工藤 直美 

釜井 亮輔 
34 本庄市立共和小学校 教諭 吉田 遼平 

35 
中学校 

和光市立大和中学校 教諭 小原 淳 

36 飯能市立飯能第一中学校 教諭 西澤 康利 

37 
小学校 

道徳 

鶴ヶ島市立長久保小学校 教諭 阿部 知宏 

三浦 祐司 
38  居町立鉢形小学校 教諭 木村 洋介 

39 
中学校 

草加市立瀬崎中学校 教諭 長 奈美 

40 朝霞市立朝霞第二中学校 教諭 舟津 洋子 
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＜令和７年度＞ 

  校種 教科 学校名 職名 氏名 担当指導主事 

41 

高等学校 

国語 

所沢高等学校 教諭 松永 千希 

佐瀬 正伸 42 吹上秋桜高等学校 教諭 齋藤 真未 

43 入間向陽高等学校 教諭 今井 麗奈 

44 

地理歴史 

公民 

所沢西高等学校 教諭 佐藤 亜矢香 

笹川 悠希 
45 岩槻高等学校 教諭 宮下 岳 

46 久喜北陽高等学校 教諭 山崎 聡 

47 坂戸高等学校 教諭 岩﨑 望 

48 

数学 

豊岡高等学校 教諭 福田 麻衣子 

渡部 翔太 49 所沢高等学校 教諭 関根 大悟 

50 川越南高等学校 教諭 内村 萌 

51 

理科 

不動岡高等学校 教諭 武藤 研太 

竹内 公彦 52 川口北高等学校 教諭 藤澤 弘明 

53 朝霞高等学校 教諭 宮寺 毅 

54 

保健体育 

滑川総合高等学校 教諭 木持 雄大 

野川 早苗 55 所沢北高等学校 教諭 齊藤 貴浩 

56 久喜北陽高等学校 教諭 萩原 育未 

57 

外国語 

川越女子高等学校 教諭 門馬 誠子 

永井 直樹 58 八潮南高等学校 教諭 松本 晃輝 

59 幸手桜高等学校 教諭 小柴 園子 

60 

家庭 

鴻巣女子高等学校 教諭 船澤 千穂 

小久保 聡子 61 所沢中央高等学校 教諭 永沢 幸恵 

62 新座総合技術高等学校 教諭 田村 知子 

63 

情報 

川口北高等学校 教諭 羽二生 篤 

大塚 政輝 64 新座柳瀬高等学校 教諭 泉田 駿 

65 不動岡高等学校 教諭 小田 章裕 

66 

工業 

春日部工業高等学校 教諭 谷島 聡 

大橋 亨 67 浦和工業高等学校 教諭 吉岡 鉄馬 

68 春日部工業高等学校 教諭 江原 聖直 

69 

商業 

皆野高等学校 教諭 千島 拓実 

増木 政人 70 岩槻商業高等学校 教諭 古川 友英 

71 八潮南高等学校 教諭 遠山 玲於 
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令和７年度調査研究

教科等横断的な視点に立った授業づくりに関する調査研究      Ⅱ   等学     科 
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６ 研究  （最終報告） 

 ⑴ 本年度の取組 

   第１回研究協力委員会・全体会では、青山学院大学 教授 益川 弘如 氏に御講演いただき、

令和６年度までの教科等横断的な授業づくりに関する取組の成果等について整理を行った。さら

に、本年度の主題である普及促進に向けて、子どもの学びの 容に焦点化した評価や、教員間の

横断的対話が生まれる組織づくりといった方法を御提示いただいた。 

   次に、令和６年度までに研究委員を務めた委員（以下、「グループ①」）と、本年度から新規に

研究委員を務める委員（以下、「グループ②」）で別々に班を編成し、それぞれで演習を実施した。

「グループ①」では、昨年度までに実施したお互いの授業実践について共有をした後に、普及促

進に向けた課題について協議を行った（図１）。「グループ②」では、昨年度までに作成された授

業実践事例を参照した上で、教科等横断的な授業づくりを擬似的に体験し、今後の研究に取り組

むための目線合わせを行った（図２）。 

   その後、「グループ①」と「グループ②」の研究委員を混合した班を新たに編成し、「グループ

①」の研究委員から「グループ②」の研究委員に対して教科等横断的な授業づくりに取り組んだ

具体的な知見を伝え、普及促進に向けたアイディアについて検討を行った。 

 

 

 

 

 

図１ 教科横断推進計画シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 教科横断アイディアシート 

 

  全体会での演習をふまえ、教科部会では普及促進のためのテーマをそれぞれ選定し、２回目～５

回目の部会において研究を推進した。各部会の活動については、教科部会ごとに内容などを報告書

に取りまとめ、成果や課題についての共有を行った（図３）。 

  小中高の 20 部会における報告書について、本冊子の７ページ～25 ページに掲載し、新たな授業

 の提示や、各種研修における授業実践事例の紹介など、教科等横断的な授業づくりの普及促進に

向けた方策の一例を提示した。本調査研究が、 

その目的である学校現場における授業改善に 

向けた取組の一助として活用され、主体的・ 

対話的で深い学びの視点に基づいた授業実践 

の促進に貢献することを期待したい。 

 

 

 

 

図３ 報告書の例 
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 ⑵ 教科部会報告書 

 

  ① 小中学校国語部会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② 小中学校社会部会 
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  ③ 小中学校算数・数学部会 
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  ④ 小中学校理科部会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑤ 小中学校音楽部会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




